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数の見方や仕組みの理解に重点を
置いた筆算指導の工夫

〜2、3学年の筆算の学習を通して〜



〇筆算での計算の定着

△ブロック図を用いての筆算の仕組
 みの説明をさせるとできない

主題設定の理由

数の見方 筆算の仕組



筆算の意味理解を通して…

順序立てて説明し問題解決する力
数学的表現力

を養いたい

主題設定の理由

【数学的な表現力】

言葉や数、式、図、表、グラフなどを用いて、算数を活用する対象とな
る事象について見通しをもち、筋道を立てて考えたことを表現する力

算数用語を用いて説明を行うなど、言語力が不可欠



全国学力学習状況調査より（令和5年度）

◆ （２位数）÷（１位数）の筆算について、図を基に、各段階の商の意味
を考えることに課題がある。〔３(4)〕

改善のポイント
○ 筆算を具体物や図に表すことで、式と関連付けて考察できるよう
にする指導の充実
 
・ 筆算を具体物や図と関連付けて考察したり、具体物の操作や、図で
考えた結果を式に表したりすることで、筆算を式と関連付けて考察で
きるようにすることが重要。

第１学年で学習した、十を単位とした数の見方や２位数の表し方に基
づいていることを理解できるようにすることも大切。



十進位取り記数法による数の見方や仕組み
について、図や位取り表を活用して意味理解
を深めることに重点。

筆算の意味理解を深め

数学的表現力

を育む



手立て

① 全体で数の見方、仕組みを確認

位取りのルールを全体で確認

同じ位にまとまりが１０個以上あっては
いけないこと

１０個を超えたら１つのまとまりになり
次の大きい位になること



手立て

② 図を用いて根拠を書かせる活動

計算の手順を図示し、筆算と関連付ける

矢印を用いたり囲んだりしながら、
思考の流れが伝えやすく

一の位では～、十の位では～と
確認した位取りの仕組みを根拠に説明



手立て

③ 根拠を伝え合う場の設定

計算の手順を言語化し、伝え合う

「まず、次に、そして、」と順序だてて
説明できるよう話す話型を提示。る

算数用語を用いて説明。考えを筆算と
関連付けて、意味理解を深め



研究の実際 ①３年生 かけ算
⑴ 図を用いて根拠を書かせる活動

２３×３ の計算のしかた

２０×３＝６０
３×３＝３
を合わせて計算



研究の実際 ①３年生 かけ算
⑴ 図を用いて根拠を書かせる活動

位ごとに計算

十の位では
３×２＝６
１０が６こ

一の位では
３×３＝９
１が９こ



研究の実際 ①３年生 かけ算
⑴ 図を用いて根拠を書かせる活動

分けて計算

２３を２０と３に
分けて

３×３＝９
２０×３＝６０
合わせると



研究の実際 ①３年生 かけ算
⑴ 図を用いて根拠を書かせる活動

数を図にする

１と１０のまとまり
を図にして

それぞれ計算
３×３＝９
２０×３＝６０



研究の実際 ①３年生 かけ算
⑴ 図を用いて根拠を書かせる活動

位ごとに
計算する



研究の実際 ①３年生 かけ算
⑴ 図を用いて根拠を書かせる活動

暗算の問題 ３つの方法を活用



研究の実際 ①３年生 かけ算
⑵ 根拠を伝え合う場

１３×７

１３×７の計算では、
まず、一の位は７×３＝２１になります。
次に２１の２を十の位に繰り上げます。
そして、～

話型をもとに話し合う



研究の実際 ①３年生 かけ算
⑵ 根拠を伝え合う場

１３×７

（分けて計算）の方法では、
１３を１０と３に分けていたから、
７×３の計算をして

３つの方法に立ち返り根拠にする



研究の実際 ②２年生 たし算ひき算の筆算

手立ての追加

〇ブロック操作で筆算の流れを確認
〇図で表す だけでは

計算の仕方と筆算の仕組
が結びつかない



研究の実際 ②２年生 たし算ひき算の筆算

手立ての追加

位取り表を並べた
ワークシート

〇十のまとまり、百のまとまり
といった図を描いて計算の仕
方を図示

〇右側に考え方を文章で表す

百 十 一

百 十 一

百 十 一

百 十 一



研究の実際 ②２年生 たし算ひき算の筆算

⑴ 図を用いて根拠を書かせる活動

７４＋５８
位の部屋には、
９個まで！
１０個より多くは
繰り上げるんだよ



研究の実際 ②２年生 たし算ひき算の筆算

⑴ 図を用いて根拠を書かせる活動

１２９－７３
引けないときは
百のまとまりを
十のまとまり１０個に
すればいいんだよ



研究の実際 ②２年生 たし算ひき算の筆算

⑴ 図を用いて根拠を書かせる活動

１０５－７８

十の位がないから、
百の位から
繰り下げればいい！



研究の実際 ②２年生 たし算ひき算の筆算

⑵ 根拠を伝え合う場

１０５－７８

まず、百の位から繰り
下げて、次に～



研究の実際 ②２年生 たし算ひき算の筆算

⑵ 根拠を伝え合う場

１０５－７８

位取り表で百の位か
ら繰り下げるところ
と一緒だね



実践の成果

〇３年生のかけ算の単元の終末の暗算の学習では、
筆算や既習の計算の仕組みを生かして、解決方法を
見出すことができた。

〇２年生のたし算とひき算の単元では、ワークシート
の位取り表と筆算を関連付けることで、順序立てて
説明できる児童が増えた。

〇自分の考えをまとめることができていた。算数を
苦手だと感じている児童も考えを記述できるように
なった。



実践の課題

・表の記入の仕方やかく数字、図をさらに
洗練していく必要あり。より使いやすく使
いたいものに。

・大きい桁のかけ算やわり算の筆算で、意
味理解を深めていくにはさらなる手立て
が必要。わり算の筆算においても実践を。
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